～用語説明～
・DNA

デオキシリボ核酸の略称。塩基・糖(デオキシリボース)・リン酸から成る核酸。DNA分子は、四種類の塩基アデニン(A)、チミン(T)、グアニン(G)、シトシン(C)が鎖状に結合して二重螺旋を構成し、生物の遺伝を左右する遺伝情報が塩基配列として書き込まれている。
・RNA

リボ核酸の略称。塩基・糖・リン酸から成る核酸DNAの遺伝情報にしたがって、タンパク質を合成する役割を担う。RNAの塩基には通常TがなくU(ウラシル)がある。
・ｍRNA

メッセンジャーRNAのこと。伝令RNAとも呼ばれる。細胞内でタンパク質が合成される際、DNAの遺伝情報を写し取ってリボソームに伝える役目をもつ。
・イントロン

DNAを構成する部分、ただし遺伝情報を持たない。RNAスプライシング(後述)の際外れる。

・エキソン

イントロンとともにDNAを構成する部分、こちらは遺伝情報を持つ。

・RNAスプライシング

DNAからｍRNAへと遺伝情報が写される過程の一種。具体的にDNAから転写されたRNAからイントロンが外れることを指す。

・塩基配列決定法

未知のDNA配列を認識可能にする方法。マクサム＝ギルバート法とサンガー法があるが現在は後者が主流。

・ヌクレオチド

ヌクレオシドにリン酸基が結合した物質。DNAやRNAを構成する単位。

＊よく目にするATP、CTPはなんなのか？ヌクレオチドと違うのか？

→ATP,CTP,などはヌクレオチドの一種です。それぞれのアルファベットはそれぞれのヌクレオチドの特徴を表しています。

＜例＞～ATP～

一文字目のAとはアデニンのことつまり塩基の種類(A,T,C,G,Uなど)を示しています。
二文字目のTとはリン酸基の数のことです。
Tはリン酸基が３つあることを指します。

Dはリン酸基が２つあることを指します。

三文字目のPとはリン酸塩がくっついていることを指しています。

演習（興味があればやってみてください、知っといた方がラクだと思います。）

次に示す名称を略字に直しなさい。

1 アデノシン三リン酸

2 グアノシン二リン酸
Ans．①ATP　②GDP←反転すると答えがでます。
＊デオキシリボヌクレオチドとジデオキシリボヌクレオチドの違いが分からない。
→通常目にするヌクレオチドはデオキシリボヌクレオチド（DNA）のことです。

教科書P７６の図６－１２の高分子DNAをみてください、それぞれのヌクレオチドを結んでいる部分があることがわかります（HとOと数字の３’が書かれている部分です。）

その部分は３’OHと呼ばれていて次のヌクレオチドと結びつくために必要な部分です。

通常のヌクレオチドすなわちデオキシリボヌクレオチドには３’OHが構造の中に存在しますがジデオキシリボヌクレオチドには３’OHが存在しません。そこで塩基配列中のヌクレオチドにジデオキシリボヌクレオチドが混じるとその後にヌクレオチドが結合しなくなりDNA鎖の伸長が止まります。その性質を利用したのがサンガー法です。
（サンガー法については本シケプリにまとめたのでそちらを参考にしてください、わからない部分があったら直接質問に来てください。）

一般にデオキシリボヌクレオチドは上記のATPやCTPなどの一番前にｄを書きます。（省くことも多いけど・・・）

例　ｄATP　ｄTTP

一方ジデオキシリボヌクレオチドはｄｄと書きます。

例　ｄｄATP　ｄｄTTP

・プライマー

遺伝子複製の出発点となる短い遺伝子鎖。PCRでは一本のDNAの２箇所にプライマーをつくり、挟まれた領域の複製を促して増幅させる。DNAポリメラーゼはプライマーなしにDNAを伸長できない。
・DNAポリメラーゼ

DNA ポリメラーゼは1本鎖の核酸を鋳型として、それに相補的な塩基配列を持つ DNA 鎖を合成する酵素の総称。逆転写酵素もこれに含まれる。

・PCR

ポリメラーゼ触媒連鎖反応のこと。DNAを増幅するための原理またはそれを用いた手法を指す。

ヒトのゲノム（30億塩基対）のような非常に複雑な、しかも極めて微量なDNAの溶液のなかから、自分の望んだ特定のDNA断片（数百から数千塩基対）だけを選択的に増幅させることができる。
・プラスミド

プラスミドは細胞内で複製され、娘細胞に分配される染色体以外のDNA分子の総称。細菌や酵母の細胞質内に存在し、染色体のDNAとは独立して自律的に複製を行う。一般に環状2本鎖構造をとる。大腸菌を用いた遺伝子クローニングでは、まずプラスミドを取り出し、次いで制限酵素で切断し、切断部位に増幅しようとするDNA断片(プラスミドと同じ制限酵素で切り出したもの)をDNAリガーゼで結合させる。この組み換えプラスミドを大腸菌に導入し、大腸菌の大量培養により組み換えDNAを増幅する。
・ベクター

ベクター(vector)とは、ラテン語の運び屋(vehere)に由来し、遺伝子組換え技術に用いられる、組換えDNAを増幅・維持・導入させる核酸分子。プラスミドなどの別称。
・ライブラリー

ある属性を持った一群のDNA断片がベクターにクローン化されたもの。

・ｃDNA

相補的DNAのこと。mRNA から逆転写酵素を用いた逆転写反応によって合成された DNA。
遺伝子はゲノム上にコードされているものの、多くはそこから転写された mRNA前駆体がスプライシングを受けてイントロンが除去されるまではタンパク質に翻訳されない情報も含んでいる。 そこで、スプライシング済みの成熟mRNA から cDNA を合成すればイントロンを含まない状態の遺伝子（塩基配列）を知ることができることから、遺伝子のクローニングに広く利用されている。
・アニーリング

核酸（DNA、RNA）を熱変性させたあと温度を徐々に下げて再結合させる操作。または、塩基配列がわかっている1本鎖DNAもしくはPCR法によるプライマーとDNAの結合を指すことがある。
